














- 家庭での食事経験と食事に関する認知に注目して - 
 
平成 2９年度  
 
 




























































































本研究の限界は，主婦を対象とした研究は web調査による結果を用いたこと，研究 1，研究 2
の尺度作成では，併存的妥当性を検討できていないことなどである。今後の課題は，本研究の
量的調査で得た示唆を質的研究で検証すること，本研究で用いた養育態度尺度の見直しや
親の養育態度に対する子どもの認知を加えて関連を検討すること，男性の食事づくりについて
の検討や父親の協力を含めた食事づくりの伝承を検討することがあげられる。 
実践への示唆として，食事を通じた親子の関わりが希薄な家庭の子どもや，子ども時代にこ
のような経験をした母親を対象にした支援を提案する。子どもへの支援では，各子どもの体調
や嗜好を配慮できる小さな集団で食事を提供し，大人と共食するあたたかな情緒的交流の場
で食べ方やマナーを学べたり，つくってもらった食事を肯定的に受けとめる経験ができるように
工夫して，子どもの将来の食事づくりにつなげる取り組みが有用であろう。母親への支援では，
母親の食事づくり効力感を高めたり，家族のために食事をつくるあたたかい気持ちを体験できる
ようにする。子どもの頃に家庭で経験しそびれたことを，地域の支援によって体験することで，自
分の子どもへの食事づくりに前向きになれるようにし，子どもの将来の食事づくりにつなげる取り
組みが有用であろう。 
